
弘前市立図書館で                        2024.6.6． 

私は、以前、宮田光雄先生にキリシタンのペトロ・カスイ岐部を知っていますかと問われ、知

らないと申しあげますと、クリスチャンとして、それは残念なことだと言われました。それ以来、

キリシタンについて知りたいと願うようになりました。本を読んだり、朝日カルチャーで受講し

てきました。国会図書館デジタルコレクションに、駿府記（慶長 19 年１月 26 日）「伴天連の門派 70

人余、奥州外濱二流罪想定」、また、当代記（慶長 19 年２月７日）「伴天連宗旨替えざるもの、急ぎ、

津軽に流す」との記録を見た時は驚きました。私の故郷・津軽はキリシタンの流刑の地でした。

1614 年（慶長 19 年）に、流刑のキリシタンは、農地開拓などを命じられ、5 つほどの集団に分

かれて暮らしたものの、厳しい禁制により、1616年には 6人が火刑に処され、1625 年に 1

名、1629年に 5名、1638年に 75名斬首されました。それほどの迫害があったのに、津軽

でのキリシタンの史跡は完全に消滅しているとのことでしたが、少しでも津軽のキリシタンを

知りたい、その足跡を知りたいという思いがつのりました。 

私のこの関心を知っている友人が弘前教会員の保村和良氏を紹介してくださり、弘前での 2

日目、私は彼と弘前市立図書館でお会いしました。保村氏は津軽の歴史の研究に熱心な方で、見

るべき資料をたくさんリストアップして、事前にメールを下さっていました。津軽家文書の切支

丹に関する古文書「八木橋文庫」を紹介して下さいました。 

 

流刑のキリシタンたちは棄教しなかったようで

す。総目録には、寺社奉行からの、処分の命令書

である「津軽きりしたんの者共死罪之儀御奉

書」（左）が、藩主 津軽土佐守（信義）（1619-

1655）宛にあり、古文書として残っています。 

幕府の命令は絶対的なものだったのでしょう。

処刑場がどこであったかは不明です。 

転びキリシタン、また、その家族を監視するために、寺請制度

によって「宗門改帳」が作られ、寺社からの報告に類族の名前が

記されている古文書がありました。親族は類族と呼ばれ、数世

代、吟味を受け、監視され、寺社からの報告書がいくつかありま

した。「古切死丹類族土手町中田庄三郎子権太郎死骸検分之覚」

（右）などの古文書もありました。中田庄三郎の母であったはるは

古切死丹の娘とのことです。死亡した時は、死体を塩詰めにし、

幕府の指示を待って、月峰院に埋葬されたとのこと。死ぬまで監  

視されたのでしょう。いくつかの村の寺社の「キリシタン改証文」も残っています。日本人で

ありながら、達筆の古文書を読み取ることができないのは本当に残念でしたが、保村氏のよう

な研究者が丹念に調べておられることに感謝しました。 

 

弘前教会には江戸時代最後の年・慶応 4年 8月（1868

年）、青森県の名のもとに発布され、黒石藩の陣屋に近い制

札所に掲げられた「きりしたん邪宗門之儀ハ堅く御制禁」

の高札（左）が保存されています。1873年には、260年

間続いた禁教政策は、外圧を受けて、廃止となりました。 


